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オプトジャンプネクスト
簡易操作ガイド
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準 備

1
テストの実行 結果表示

・センサー設置
・ケーブル接続
・プログラム起動
・テストの実行

2新規の被験者を登録し
たり、登録済みの被験
者をグループ分けする

ことができます。

3
あらかじめ標準で登録
されているテストに加
え新たに実施するテス
トを作成し登録するこ
とができます。

4 5被験者とテストを組
み合わせて、実際に
測定を行ないます。

測定結果を詳しく表示、
印字することができます。

測定までの流れ

被験者の登録

テストの作成
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センサーの設置、ケーブル接続
（電源をOFFの状態でおこなって下さい。）

PCの電源オン
（PCへの接続はOSが起動した状態でも可）

センサーＯＮ
RXベースの状態ＬＥＤ確認（緑色点灯で正常）

PCソフトウェア起動

「オプション」→「Optojumpバーテスト」

「実行」→「停止」をクリック

テスト成功と表示されたら使用可

準 備

注意！：バーには送信用(TX)・受信用(RX)があります。
本体表示を確認してそれぞれを一列ずつ並べて下さい。

注意！：バーはセンサー面(黒)が内側を向くように並べて下さい。

注意！：コネクタには向きがあります。無理に押し込まないでくださ
い。
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以下のページでは、測定サンプルを例に登録から測定、結果表示まで進めていきます。

【測定例】
10mスプリント

操作実例
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被験者の登録

1980年4月1日生まれは
→ 80/04/01 と入力

足のサイズは入力しなくとも測定はできます。

新規登録は

写真はファイルからも、直接接続されたカメラからも撮影できます。
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テスト項目の作成

新たにテスト
を
作成する場合

新たにテストを
登録保存します

テスト名をつける

測定タイプを選択する

測定開始のタイミングを指定：センサ反応

動作の開始位置を指定

エリア内の1歩目の左右指定：後で指定可

測定終了のタイミングを指定：センサー
反応が止まって一定時間後ストップ

動作の終了位置を指定

センサーの接続本数を指定



7

測定する被験者を予め複数選択できます。

［選択］ボタンを押して選択

実施するテスト項目を予め複数選択できます。

［選択］ボタンを押して選択

予めテスト項目、被験者の測定の順番を登録し
たプロトコルファイルを使用する場合に選択

測定中に画面に表示する項目を設定できます。

測定を開始します。

テストの実行
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測定を強制終了します。

テストに適した表示方法
を選んでください。

・Run Data

・Run Report

・Gait Data

・Gait Report など

表示するグラフ項目を

切り替えできます

テスト実行中画面
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測定データ一覧表示：自動フィルタ付

表示を選択した測定データ

フィルタ表示を解除す
る。全てのデータ表示

表示：
選択したテストを表示

比較：
複数選択したテストを比較表示

履歴：
複数選択したテスト
を時系列で表示

エクスポート：
選択したテストをXML形式で出力

印刷：
選択したテストをPDF形式で出力

結果選択画面
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ビデオ/グラフ/データ等表
示する項目を選定できます。

印刷用結果レポートを表示
し印刷できます。

現在の表示状態で保存でき
ます。

測定判定条件を変更し再表
示することができます。

表示するグラフ項目
を選択できます。

テストに適した表示方法
を選んでください。

・Run Data

・Gait Dataなど

結果画面
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表示する項目を
選択できます

レポート印字
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測定データ一覧表示：自動フィルタ付

表示を選択した測定データ

フィルタ表示を解除す
る。全てのデータ表示

エクスポート：
選択したテストを
XML形式で出力

エクセルへ出力
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結果一覧画面でデータを２つ選択した後に［比較］ボタンで表示

比較表示
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以下のページでは、テストを作成するときの登録サンプルを紹介します。

「テスト」→「作成と編集」→「新規テスト作成」から作成します。

※既存テストでよく使われている項目をP20に抜粋しております。

テスト登録例
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歩行測定、センサーの外側からスタートしてエリア内を通過する。
通過後タイムアウトで自動終了。測定開始はエリアの外からエリアに侵入した時点でスタート。

スタート ゴール

3ｍ歩行
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3ｍ歩行

テストを実行する際、Gait DataまたはGait Reportの表示に切り替える必要が
あります。(ランニング測定の場合はRun DataかRun Report）
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ランニング（歩行）測定、センサーの外側からスタートしてエリア内を通過する。
通過後タイムアウトで自動終了。

スタート
ゴール

10ｍスプリント
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トレッドミル上でのランニング測定、時速10ｋｍの設定速度でラン、
ソフトウェア上の［スタート］ボタンで測定開始、［停止］ボタンで測定終了。

トレッドミルランニング
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センサーエリア内で３０秒間連続ジャンプを測定する

スタート ゴール

３０秒間連続ジャンプ
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既存のテスト(抜粋)

・15SEC.JUMP＝15秒間の連続ジャンプ

・CMJ＝反動をつけた垂直跳び1回

・MARCH IN PLACE ＝その場足踏みテスト20秒

・STIFFNESS＝7回連続ジャンプ「RSI=ジャンプ高/接地時間」=バネの評価

・視覚反応＝画面の球体の色の変化に反応してジャンプ反応時間+跳躍高

※上記テストは全て１ｍ(シングルセット)から測定可能です。


